




 
 
 

 
●容量：1kg／10kg ●成分 N1.5：K3.5 グリシンベタイン、ラフィノース他、機能性成分を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果事例（トマト）※神戸大学受託試験 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★トマトに「サカタ液肥 GB」を使用した場合、期待される効果について 

＊気温３０℃を超える高温期での尻腐れが減少する。 

＊高温／強日射時の水ストレス時に収量・糖度・果実肥大速度が上昇する。 

＊枯れ上がりや葉の乾燥程度も遅くなる（老化防止）。結果として株自体の光合成能力の維持につながり、 

収量増にも働く。 

＊塩トマトなど高 EC 栽培においても果実の糖度を維持しつつ収量を上げることが可能。 

グリシンベタイン剤「サカタ液肥ＧＢ」の特長と使い方 

《サカタ液肥ＧＢの効果》 

＊根量増加・微量要素欠乏の緩和 

＊光合成能力の向上（暗反応をアシスト） 

＊ストレス耐性向上（高温・低温・乾燥） 

＊耐塩性向上（ナトリウム障害緩和） 

＊しおれ・葉枯れ防止・細胞膜保護 

対照区          サカタ液肥 GB 区 

機能性アミノ酸「グリシンベタイン」は海藻、マングローブ、ム

ギ、てんさいに含まれ、土壌灌注により環境ストレス（特に高温・

低温・乾燥・ナトリウム障害）を緩和することが確認されています。

「グリシンベタイン」は高温／強日射時の植物の光合成能低下を緩

和します。細胞保護する機能を持ち、枯上がりや葉の乾燥程度も遅

くなります（老化防止）。結果として株自体の光合成能力の維持につ

ながり、収量増にも働きます。もう一つの機能性成分「ラフィノー

ス」は植物の耐寒性を高めるといわれています。 

●上写真のように定期的にサカタ液肥

GB を灌水チューブで流すことで大幅に

根量が増加します。 

●左写真は高温乾燥状態での比較です。

サカタ液肥 GB 施用で枯れが止まってい

ます。 

 

対照区   サカタ液肥 GB 区 

作物：トマト 

サカタ液肥GB1000倍で灌注 

★上手な使い方（ポイント） 

●１０００倍に希釈し、灌水チューブで施用します（２～４週間おき、原液ベースで 0.5～1 ㍑）。葉 

面散布も可能です（根から吸収させたほうがより高い効果を期待できます） 

●強アルカリ（ｐH１０～）ですが、「ソイルマスター」と混合することで効果を変えずに pH を下げる 

 ことができ、「ペンタキープ」「鉄力あくあ」「ホストップ」「ホスカル」と混合することができます。 

●効果発現促進系（代謝を向上し肥料を吸うきっかけとなる剤）ですので、他の肥料と組み合わせて使 

 用してください。 

●強アルカリのため原則農薬との混用はできません。               ㈱サカタのタネ 



 

グリシンベタインは生育促進効果（肥料効果）を示すわけでなく、環境ストレス（特に塩・

高温・低温・水ストレス）を緩和することが試験結果として確認されています（効果発現促進

剤としてストレス回避による植物の「持ち」を良くする効果）。 

 
 ※適合溶質について 

 

 

●他の液肥や農薬との混用は？ 

一旦希釈液のｐH を下げることでサカタ推奨の高機能液肥（ペンタキープ、鉄力あくあＦ１

４、ホストップ、ホスカル、ネイチャーエイド）との混用が可能です。ソイルマスター（1000

倍：pH ダウン剤として使用）と混合後、混用してください。農薬についても同様です。 

●葉面散布と灌水施用、どちらが効果的ですか？ 

葉面散布でもある程度の効果を発揮しますが、根量を増やす効果が高いことから、灌水施用

により根から吸収させたほうが高い効果を期待できます。 

●施用量は？  

 灌水施用の場合、作物の大きさにもよりますが 10 ㌃当り 1000 倍の希釈液で 500～1000

㍑施用します。葉面散布の場合、10 ㌃当り 1000 倍の希釈液で 100～200 ㍑施用します。 

●効果の持続期間は？ 

 15～30 日です。施用間隔を狭め、多く施用してしまうと塩トマトがレギュラーサイズにな

ってしまいますので試験施用後、効果を確認しながら間隔を決めてください。 

●「サカタ液肥ＧＢ」Ｑ＆Ａ 

●「サカタ液肥ＧＢ」の主成分：グリシンベタインについて 

グリシンベタインは肥料として体内で消費されにくく、

細胞内に留まり浸透圧を上げる効果があります。（適合溶

質と呼ばれる）。施用により環境ストレス（特に高温・乾

燥ストレス）を緩和することが試験結果として確認され

ています。 

高温／強日射時の水ストレス（乾燥ストレス）に強く

なり、植物の光合成能力が低下しない。細胞を保護する

機能を持ち、枯れ上がりや葉の乾燥程度も遅くなる（老

化防止）などの効果も期待できます。 







 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

植物体内のケイ酸含量が高まると茎葉が丈夫になる、葉がしっかり立ち倒伏に強くなるなどの効果が出ます。

葉のクチクラ層のケイ酸層が形成されると蒸散量を抑制する効果もあります。酸性剤ながら「サカタ液肥 GB」

との混合も可能です。「ホストップ」「ホスカル」「鉄力あくあＦ１４」の混合散布も効果的です。 

 

㈱サカタのタネ 

高機能ケイ酸剤「バリカタ！」の特長と使い方 

「バリカタ！」に含まれる水溶性ケイ酸は植物に吸収されるとケイ化細胞を形成

して過蒸散を抑え、組織の物理的強化により病虫害や倒伏の被害を軽減します。ま

た土壌散布により根をしっかり張らせる効果も持っています。「バリカタ！」に配合

した機能性糖類（マルトトリオース）は吸収促進、植物の持ち、耐凍性向上を期待

できる新素材です。 

●成分：ケイ酸 20％ ※pH3.０、冬場に固化（ゲル化）する場合があります。 

●容量：１kg（サミエルインターナショナル製） 

《バリカタ！の効果》 

＊細胞を硬く丈夫にする（倒伏防止） 

＊根の伸長にプラスに作用（根張り向上） 

＊カリやカルシウムの吸収促進 

＊各種代謝の向上（特に光合成） 

＊離水防止効果（耐凍性向上）、持ちの向上 

★上手な使い方（ポイント） 

●1000 倍で 7－10 日おき

に葉面／灌水散布します。 

 

●使用上の注意 

酸性肥料のため石灰、アルカ

リ系資材／薬品（石灰硫黄合

剤、銅剤）との混用は出来ま

せん。 

 



 

  






